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厚
生
労
働
省
が
二
月
一
九
日
に
発
表
し
た

平
成
二
六
（
二
○
一
四
）
年
「
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
く
一
般
労
働
者
の
月
額
平
均
賃
金
（
賞
与
、

残
業
代
除
く
）
は
前
年
比
一
・
三
％
増
の
二

九
万
九
六
○
○
円
と
な
り
、
二
年
ぶ
り
の
増

加
と
な
っ
た
。
男
女
別
で
は
、
男
性
三
二
万

九
六
○
○
円
（
前
年
比
一
・
一
％
増
）、
女

性
二
三
万
八
○
○
○
円
（
同
二
・
三
％
増
）、

雇
用
形
態
別
で
は
、
正
社
員
三
一
万
七
七
○

○
円
（
同
一
・
○
％
増
）、
正
社
員
以
外
二

○
万
三
○
○
円
（
同
二
・
六
％
増
）
と
な
り
、

女
性
や
非
正
規
の
待
遇
改
善
が
進
ん
だ
模
様

だ
。

　

調
査
は
、
全
国
の
主
要
産
業
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
の
賃
金
の
実
態
を
、
雇
用
形
態
、

就
業
形
態
、
職
種
、
性
、
年
齢
、
学
歴
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。

六
月
分
の
所
定
内
給
与
に
つ
い
て
、
一
○
人

以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
民
営
事
業

所
（
六
万
五
六
一
六
事
業
所
）
の
う
ち
、
有

効
回
答
を
得
た
五
万
九
八
事
業
所
の
結
果
を

と
り
ま
と
め
た
。

男
女
間
賃
金
格
差
は
過
去
最
小
を
更
新

　

一
般
労
働
者
の
月
額
平
均
賃
金（
男
女
計
）

は
二
九
万
九
六
○
○
円
と
な
り
、
前
年
比
で

一
・
三
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
男
女
計
で
の

増
加
は
二
年
ぶ
り
、伸
び
率
（
一
・
三
％
増
）

が
一
％
を
超
え
る
の
は
、二
○
○
一
年
（
一
・

二
％
増
）
以
来
、
一
三
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

厚
労
省
担
当
者
は
、「
従
業
員
規
模
の
大
き

い
企
業
で
賃
上
げ
が
進
み
、
規
模
の
小
さ
い

と
こ
ろ
で
も
賃
上
げ
が
広
が
っ
た
こ
と
が
、

全
体
を
押
し
上
げ
る
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
っ

た
」
と
説
明
す
る
。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
三
二
万
九
六

○
○
円
（
前
年
比
一
・
一
％
増
）、
女
性
は

二
三
万
八
○
○
○
円
（
同
二
・
三
％
増
）
と

な
り
、
男
女
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。
女
性

の
伸
び
率
が
二
％
を
超
え
る
の
は
、
一
九
九

四
年
（
三
・
○
％
増
）
以
来
、
二
○
年
ぶ
り

と
な
る
。

　

ま
た
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
縮
小
し
た
。

男
性
の
賃
金
を
一
○
○
と
し
た
場
合
、
女
性

の
賃
金
は
七
二
・
二
と
な
り
、
男
女
間
の
賃

金
格
差
は
過
去
最
小
だ
っ
た
前
回
調
査
（
七

一
・
三
）
を
更
新
し
た
形
だ
。

男
性
賃
金
は
五
○
～
五
四
歳
が
ピ
ー
ク

　

男
女
別
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、
男
性

は
年
齢
階
級
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
賃
金
が
右

肩
上
が
り
に
上
昇
し
、
ピ
ー
ク
は
五
○
～
五

四
歳
（
四
二
万
二
六
○
○
円
）
と
な
る
。
二

○
～
二
四
歳
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
、

ピ
ー
ク
時
は
二
○
九
と
な
り
、
男
性
で
は
二

倍
超
え
の
水
準
ま
で
賃
金
が
上
昇
す
る
。

　

一
方
、
女
性
の
賃
金
カ
ー
ブ
は
、
緩
や
か

な
曲
線
を
描
き
、
ピ
ー
ク
は
四
五
～
四
九
歳

（
二
六
万
三
五
○
○
円
）
と
な
る
。
二
○
～

二
四
歳
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
、
ピ
ー

ク
は
一
三
七
と
な
り
、
男
性
よ
り
フ
ラ
ッ
ト

な
賃
金
カ
ー
ブ
を
描
く
。

　

年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
性
の
賃
金
で

は
、四
○
～
四
四
歳
（
前
年
比
○
・
六
％
減
）

を
除
い
て
、
す
べ
て
の
年
齢
階
級
で
前
年
よ

り
増
加
し
て
い
る
。
増
加
率
を
み
る
と
、
若

年
層
の
二
○
～
二
四
歳
（
同
○
・
九
％
増
）、

二
五
～
二
九
歳
（
同
○
・
七
％
増
）
は
一
％

未
満
に
と
ど
ま
る
一
方
、
中
高
年
の
五
○
～

五
四
歳
（
同
一
・
二
％
増
）、
五
五
～
五
九

歳
（
同
二
・
九
％
増
）
は
高
い
伸
び
を
示
す
。

　

一
方
、
女
性
で
は
、
す
べ
て
の
年
齢
階
級

で
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
二
○
～
二
四

歳
（
前
年
比
一
・
三
％
増
）、
二
五
～
二
九

歳
（
同
一
・
五
％
増
）
の
若
年
層
で
も
一
％

を
超
え
て
お
り
、
四
○
～
四
四
歳(

同
二
・

二
％
増)

、四
五
～
四
九
歳
（
同
二
・
六
％
増
）、

五
○
～
五
四
歳
（
同
二
・
四
％
増
）
は
い
ず

れ
も
二
％
超
え
と
な
り
、
中
高
年
齢
層
の
賃

金
が
前
年
よ
り
積
み
増
し
さ
れ
た
模
様
だ
。

高
卒
女
性
の
賃
金
が
前
年
比
二
・
四
％
増
に

　

学
歴
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、
大
学
・

大
学
院
卒
が
三
九
万
六
四
○
○
円
（
前
年
比

○
・
三
％
増
）、
高
専
・
短
大
卒
が
三
○
万

四
○
○
○
円
（
同
一
・
七
％
増
）、
高
卒
が

二
八
万
六
八
○
○
円
（
同
一
・
三
％
増
）
と

な
り
、
す
べ
て
の
学
歴
に
お
い
て
前
年
を
上

回
っ
た
。

　

女
性
で
は
、
大
学
・
大
学
院
卒
が
二
八
万

四
七
○
○
円
（
前
年
比
一
・
二
％
増
）、高
専
・

短
大
卒
が
二
四
万
九
一
○
○
円（
同
一
・
八
％

増
）、
高
卒
が
二
○
万
五
七
○
○
円
（
同
二
・

四
％
増
）
と
な
る
。
男
性
同
様
、
す
べ
て
の

学
歴
に
お
い
て
前
年
を
上
回
り
、
な
か
で
も
、

高
卒
の
伸
び
率
（
二
・
四
％
増
）
が
目
立
つ

結
果
と
な
っ
た
。

　

学
歴
別
に
ピ
ー
ク
の
年
齢
階
級
を
み
る
と
、

男
性
で
は
、
大
学
・
大
学
院
卒
、
高
専
・
短

大
卒
、
高
卒
、
い
ず
れ
の
学
歴
に
お
い
て
も

五
○
～
五
四
歳
と
な
る
。
一
方
、
女
性
は
大

学
・
大
学
院
卒
で
五
○
～
五
四
歳
、
高
専
・

短
大
卒
で
五
五
～
五
九
歳
、
高
卒
で
四
五
～

四
九
歳
と
な
る
。

　

学
歴
別
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、
男
女

い
ず
れ
も
大
学
・
大
学
院
卒
の
賃
金
カ
ー
ブ

が
急
に
な
っ
て
お
り
、
と
く
に
男
性
で
は
そ

の
傾
向
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

男
女
と
も
す
べ
て
の
規
模
で 

前
年
を
上
回
る

　

企
業
規
模
別
に
賃
金
を
み
る
と
、
男
性
で

は
、
一
○
○
○
人
以
上
の
大
企
業
が
三
八
万

一
九
○
○
円
（
前
年
比
○
・
九
％
増
）、
一

○
○
～
九
九
九
人
の
中
企
業
が
三
一
万
二
一

○
○
円
（
同
○
・
九
％
増
）、
一
○
～
九
九

人
の
小
企
業
は
二
八
万
五
九
○
○
円（
同
○
・

一
％
増
）
と
な
り
、
い
ず
れ
の
規
模
で
も
前

年
を
上
回
っ
た
。

　

女
性
は
、
大
企
業
が
二
六
万
五
二
○
○
円

（
前
年
比
二
・
二
％
増
）、
中
企
業
が
二
三

万
三
八
○
○
円
（
同
一
・
八
％
増
）、
小
企

業
が
二
一
万
四
六
○
○
円（
同
一
・
三
％
増
）

と
な
り
、
す
べ
て
の
規
模
で
前
年
を
上
回
っ

た
。

　

企
業
規
模
別
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
は
、

大
企
業
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
、
中
企

ト
ピ
ッ
ク
ス

賃
金
実
態

1

一
般
労
働
者
の
賃
金
が
二
年
ぶ
り
に
増
加
―
―
厚
労
省
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
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業
の
賃
金
は
男
性
で
八
二
（
前
年
八
二
）、

女
性
で
八
八
（
同
八
九
）、小
企
業
の
賃
金
は
、

男
性
で
七
五
（
同
七
五
）、女
性
で
八
一
（
同

八
二
）
と
な
る
。

　

賃
金
が
ピ
ー
ク
と
な
る
年
齢
階
級
を
企
業

規
模
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、
大
企
業
と

中
企
業
に
お
い
て
五
○
～
五
四
歳
と
な
り
、

大
企
業
は
五
○
万
一
三
○
○
円
（
二
○
～
二

四
歳
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る
と
二
三
八
）、

中
企
業
が
三
九
万
九
三
○
○
円（
同
一
九
九
）

と
な
る
。
一
方
、
小
企
業
で
は
、
五
五
～
五

九
歳
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
三
三
万
三
七
○
○

円
（
同
一
七
二
）
と
な
っ
た
。

　

女
性
で
は
、
大
企
業
と
小
企
業
で
ピ
ー
ク

が
五
○
～
五
四
歳
と
な
り
、
大
企
業
は
三
○

万
一
四
○
○
円
（
二
○
～
二
四
歳
の
賃
金
を

一
○
○
と
す
る
と
一
四
六
）、
小
企
業
は
二

三
万
五
四
○
○
円
（
同
一
三
一
）、
一
方
、

中
企
業
で
は
ピ
ー
ク
が
四
五
～
四
九
歳
で
二

五
万
九
○
○
○
円
（
同
一
三
五
）
と
な
り
、

す
べ
て
の
規
模
に
お
い
て
、
男
性
よ
り
緩
や

か
な
賃
金
カ
ー
ブ
を
描
く
。

男
性
は
運
輸
・
郵
便
業 

女
性
は
卸
売
・
小
売
業
で
高
い
伸
び

　

産
業
別
に
賃
金
を
み
る
と
、
男
性
で
は
、

金
融
業
、
保
険
業
（
四
六
万
五
五
○
○
円
）

が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
、
教
育
、
学
習

支
援
業
（
四
三
万
六
○
○
○
円
）
と
な
る
。

逆
に
も
っ
と
も
低
い
の
は
、
宿
泊
業
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
（
二
七
万
二
三
○
○
円
）
と
な

る
。
女
性
で
は
、
教
育
、
学
習
支
援
業
（
三

一
万
二
四
○
○
円
）、
が
も
っ
と
も
高
く
、

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
一
九
万
五
四

○
○
円
）
が
も
っ
と
も
低
く
な
る
。

　

賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、男
性
で
は
、も
っ

と
も
高
い
金
融
業
、
保
険
業
が
五
○
～
五
四

歳
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
、
六
○
～
六

四
歳
ま
で
大
き
く
下
降
す
る
。
一
方
、
宿
泊

業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
（
他

に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
で
は
、
賃
金
カ
ー

ブ
が
緩
や
か
な
も
の
と
な
る
。

　

女
性
の
賃
金
カ
ー
ブ
は
、
金
融
業
、
保
険

業
や
教
育
、
学
習
支
援
業
で
は
、
年
齢
が
あ

が
る
に
つ
れ
、
お
お
む
ね
賃
金
は
上
昇
し
て

い
る
も
の
の
、製
造
業
や
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
は
、
緩
や
か
な
動
き
を
示
す
。

　

産
業
別
に
前
年
比
で
み
る
と
、
男
性
は
、

運
輸
業
、
郵
便
業
（
前
年
比
三
・
八
％
増
）、

卸
売
業
、
小
売
業
（
同
三
・
六
％
増
）、
宿

泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
同
三
・
三
％
増
）

な
ど
の
伸
び
が
目
立
つ
一
方
、
情
報
通
信
業

（
同
四
・
五
％
減
）、
医
療
・
福
祉
（
同
二
・

六
％
減
）
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。

　

女
性
で
は
、
卸
売
業
、
小
売
業
（
同
六
・

六
％
増
）、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
同

五
・
二
％
増
）
な
ど
の
増
加
が
目
立
つ
一
方
、

学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
（
同

一
・
七
％
減
）、
情
報
通
信
業
（
同
○
・
八
％

減
）
が
前
年
水
準
を
割
り
込
ん
だ
。

正
社
員
・
正
職
員
以
外
の 

賃
金
の
伸
び
率
が
正
規
を
上
回
る

　

雇
用
形
態
別
の
賃
金
（
男
女
計
）
を
み
る

と
、
正
社
員
・
正
職
員
は
三
一
万
七
七
○
○

円
（
前
年
比
一
・
○
％
増
）、
正
社
員
・
正

職
員
以
外
は
二
○
万
三
○
○
円（
同
二
・
六
％

増
）
と
な
る
。

　

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
の
正
社
員
・
正

職
員
は
三
四
万
三
二
○
○
円
（
同
○
・
八
％

増
）、
正
社
員
・
正
職
員
以
外
は
二
二
万
二

二
○
○
円
（
同
二
・
四
％
増
）、
女
性
の
正

社
員
・
正
職
員
は
二
五
万
六
六
○
○
円
（
同

一
・
九
％
増
）、
正
社
員
・
正
職
員
以
外
は

一
七
万
九
二
○
○
円
（
同
三
・
○
％
増
）
と

な
る
。
男
女
と
も
、
正
社
員
・
正
職
員
以
外

の
伸
び
が
目
立
つ
。

　

雇
用
形
態
別
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
は
、

正
社
員
・
正
職
員
の
賃
金
を
一
○
○
と
す
る

と
、
正
社
員
・
正
職
員
以
外
は
男
女
計
で
六

三
（
前
年
六
二
）、
男
性
で
六
五
（
同
六
四
）、

女
性
で
七
○
（
同
六
九
）
と
な
る
。
規
模
別

で
は
、
大
企
業
五
七
（
同
五
五
）、
中
企
業

六
四
（
同
六
三
）、小
企
業
七
一
（
同
七
○
）

と
な
り
、
相
対
的
に
賃
金
水
準
が
高
い
大
企

業
ほ
ど
、
雇
用
形
態
間
の
賃
金
格
差
が
大
き

い
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

女
性
の
課
長
・
係
長
級
は 

五
％
以
上
の
増
加

　

役
職
別
賃
金
に
つ
い
て
は
、
常
用
労
働
者

が
一
○
○
人
以
上
の
企
業
で
み
る
と
、
男
性

で
は
部
長
級
が
六
五
万
七
六
○
○
円
（
前
年

比
○
・
八
％
増
）、
課
長
級
が
五
二
万
二
三

○
○
円
（
同
一
・
八
％
増
）、
係
長
級
が
三

九
万
二
六
○
○
円
（
同
一
・
七
％
増
）
と
す

べ
て
の
役
職
で
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

女
性
で
は
、
部
長
級
が
五
八
万
五
九
○
○

円
（
同
一
二
・
二
％
減
）
と
大
き
く
落
ち
込

む
一
方
、課
長
級
が
四
六
万
六
九
○
○
円（
同

五
・
一
％
増
）、
係
長
級
が
三
五
万
三
九
○

○
円
（
同
五
・
六
％
増
）
と
、そ
れ
ぞ
れ
五
％

以
上
の
伸
び
を
示
す
。

　
「
女
性
部
長
級
は
調
査
対
象
が
少
な
く
、

ブ
レ
が
出
や
す
い
が
、
管
理
職
で
働
く
女
性

割
合
は
増
え
て
お
り
、
勤
続
年
数
も
延
び
て

い
る
こ
と
が
、
課
長
級
や
係
長
級
の
伸
び
に

つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
厚
労
省
担
当

者
）
と
み
て
い
る
。

短
時
間
労
働
者
の
賃
金
が
過
去
最
高
に

　

一
方
、
短
時
間
労
働
者
の
一
時
間
当
た
り

の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
男
性
が
一
一
二
○
円

（
前
年
比
二
・
三
％
増
）、
女
性
が
一
○
一

二
円
（
同
○
・
五
％
増
）
と
な
り
、
労
働
需

給
の
逼
迫
も
あ
り
、
男
女
と
も
七
六
年
の
統

計
開
始
以
来
、
過
去
最
高
の
水
準
を
更
新
し

た
。

　

年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
性
は
二
五
～

二
九
歳
以
降
は
す
べ
て
一
○
○
○
円
を
超
え

て
お
り
、
も
っ
と
も
高
い
の
は
六
○
～
六
四

歳
の
一
二
六
九
円
（
前
年
比
二
・
六
％
増
）、

と
な
る
。

　

女
性
に
つ
い
て
も
、
二
五
～
二
九
歳
以
降

は
い
ず
れ
の
年
齢
層
で
も
一
○
○
○
円
を
超

え
て
お
り
、
も
っ
と
も
高
い
の
は
三
○
～
三

四
歳
の
一
○
七
三
円
（
同
二
・
八
％
増
）
で
、

全
年
齢
層
で
も
っ
と
も
高
い
伸
び
を
示
す
。

　

企
業
規
模
別
に
一
時
間
当
た
り
の
賃
金
を

み
る
と
、
男
性
で
は
大
企
業
が
一
○
七
二
円

（
前
年
比
一
・
九
％
増
）、
中
企
業
が
一
一

五
九
円
（
同
二
・
三
％
増
）、
小
企
業
が
一

一
五
五
円
（
同
三
・
四
％
増
）、
女
性
は
大

企
業
が
一
○
○
七
円
（
同
○
・
二
％
増
）、

中
企
業
が
一
○
三
一
円
（
同
一
・
○
％
増
）、

小
企
業
が
一
○
○
一
円
（
同
○
・
四
％
増
）

と
な
り
、
男
女
と
も
、
す
べ
て
の
企
業
規
模

で
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

産
業
別
に
一
時
間
当
た
り
の
賃
金
を
み
る

と
、
男
性
で
は
、
製
造
業
（
一
一
八
六
円
）、

運
輸
業
、
郵
便
業
（
一
一
三
二
円
）、
卸
売
業
、

小
売
業
（
一
○
一
二
円
）、
女
性
で
は
医
療
、

福
祉
（
一
二
三
一
円
）
が
一
○
○
○
円
を
超

え
る
。
一
方
、
対
前
年
増
減
率
で
み
る
と
、

男
性
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ

な
い
も
の
）（
前
年
比
五
・
四
％
増
）、
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
（
同
二
・
二
％
増
）、
女

性
で
は
、サ
ー
ビ
ス
業（
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
）（
同
二
・
五
％
増)

、宿
泊
業
、飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
（
同
一
・
四
％
増
）、製
造
業
（
同
一
・

四
％
増
）
な
ど
の
伸
び
が
目
立
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）


